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我が国の豪雪地帯は、国土の 51％を占めており、これらの地域においては、冬期の降積雪がはな

はだしいため、地域住民の生活水準の向上や産業の発展が阻害されている。 
豪雪地帯の集落をみると、人口減少・高齢化の進行に伴い集落機能が低下し、集落内の自助・共

助では豪雪時の屋根雪下ろしや敷地除雪等への対応ができず、安全、安心な冬期生活を営むことが

困難になってきている状況もみられる。 
本調査では、集落で継承されてきた雪国らしい暮らしを活かしつつ新たな暮らしを創造するため、

豪雪地帯における集落の実態を把握するとともに、集落の雪処理及び冬期生活における問題・課題

の整理、対応方針の検討、実証実験等を行うことにより、豪雪地帯の集落において安全安心で豊か

な暮らしを行うための対応方策について検討を行うものである。 
 
 
 
 
 本調査における内容は、以下のとおりである。 

 
ⅰ）豪雪地帯の集落における問題・課題の整理 

 昨年度の同調査結果を踏まえた上、本年度のアンケート調査等に基づき、豪雪地帯の集落に

おける今日的な問題・課題を整理する。 

ⅱ）集落の安全で豊かな冬期生活のための対応方針の検討 

 上記ⅰ）で整理した問題・課題に基づき、豪雪地帯における集落の安全で豊かな冬期生活を

確保するための対応方針について検討する。 

ⅲ）共助による地域除雪に関する実証実験 

 上記ⅱ）の対応方針に基づき、対象地区（2 箇所）を選定し、地元地域との調整・連携を図

りながら、共助による地域除雪に関する実証実験を行うとともに、実験の成果を「共助による

地域除雪の手引き ～安全効率的な雪処理方策マニュアル～」に反映させる。 

ⅳ）冬期の住まい方に関する実証実験 

 上記ⅱ）の対応方針に基づき、対象地区（2 箇所）を選定し、地元地域との調整・連携を図

りながら、冬期の住まい方に関する実証実験（冬期居住：冬期の一定期間、自宅以外のところ

に移り住む）を行う。 

ⅴ）冬期の住まい方に関する評価の検討 

 上記ⅳ）の実証実験の結果等を踏まえて、冬期の住まい方による効果や負担・コスト等に関

する定量的評価及び定性的評価のあり方について検討する。 

ⅵ）集落の安全で豊かな冬期生活のための対応方策の検討 

 以上の結果に基づき、豪雪地帯における集落の安全で豊かな冬期生活確保のための具体的方

策について検討する。 
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 本調査の流れを整理すると、以下のとおりである。 

 
図－1 平成 21 年度 雪国の豊かな暮らし継承方策調査 フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１. 豪雪地帯の集落における問題・課題の整理 【第 1 章】 

○昨年度アンケート調査及びヒアリング調査等の要点整理 

○冬期居住者に対するアンケート調査 等 

序－３ 調査の流れ 

【実証実験の実施】 

 
 

報告書の作成（成果とりまとめ） 
 
共助による地域除雪 
の手引き（改訂） 

報告書、関連資料等 

２. 集落の安全で豊かな冬期生活のための対応方針の検討 【第 2 章】 

○集落の雪処理に関する対応方針  … 「共助による地域除雪」 

○集落の冬期生活に関する対応方針 … 「冬期居住」 

３. 共助による地域除雪 
に関する実証実験 【第 3 章】 

■山形県尾花沢市宮沢地区 

 ・地域内の共助が可能なケース 

 ・地域ぐるみによる一斉除雪 

■岐阜県高山市高根町 

 ・地域内の共助が困難なケース 

 ・除雪ボランティアとの共同除雪 

４. 冬期の住まい方 
に関する実証実験 【第 4 章】 

■北海道中川町 

 ・遊休施設（戸建て）に居住 

 ・地域コミュニティとの交流 

■長野県大町市美麻地区 

 ・交流施設（集合）の閑散期に居住 

 ・入居者どうしの交流 

５. 冬期の住まい方 
に関する評価の検討 【第 5 章】 

○評価の基本的考え方 
○実証実験に基づく評価の試算 
○評価の留意点        etc 

６. 集落の安全で豊かな冬期生活 
のための対応対策の検討【第 6 章】

○集落の雪処理に関する対応方策 
○集落の冬期生活に関する対応方策 

 etc


